
 別紙様式  
 職業実践専門課程認定後 公表様式 

平成  年 月 日

職業実践専門課程 基本情報    

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

臨床福祉専門学校 平成  年 月  日 大谷 修

         
東京都江東区塩浜 丁目  番  号

 電話             

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人 敬心学園 昭和  年 月  日 小林 光俊
         
東京都新宿区高田馬場 丁目  番  号

 電話              

目
的

本学科  超高齢社会 到来 疾病構造 変化 背景            分野    理学療法士     高   応 
    医療機関  密接 連携 基  実習教育 力点 置         基   現場 求    臨床能力 有  理学
療法士 養成     目的    本校  理学療法士養成    昼夜間部     昼間部 最短  年課程   学生 
利便性 図     

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士

医療 医療技術専門課程 理学療法学科昼間部
平成  年文部科学省告示

第   号
 

修業年限 昼夜
全課程 修了 必要 総
授業時数又 総単位数 講義 演習 実習 実験 実技

 昼間
         

年 158単位3450時間

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数

   人の
内数

   人の
内数

 人の
内数

  人の
内数

  人の
内数

学期制度
 前期  月 日  月  日
 後期   月 日  月  日 成績評価

 成績表 有
 成績評価 基準 方法
各科目試験 行  合格点   点  満       
判定基準    

長期休 
 夏  季  月 日  月  日
 冬  季   月  日  月 日
 学年末  月 日  月  日

卒業 進級
条件

各年度 教育課程 中     単位 修得    
事 卒業 進級 基準   

生徒指導

    担任制 有

課外活動

 課外活動 種類
 長期欠席者  指導等 対応

出席状況 把握  対象者  面談 保護者
  連絡 実施

     活動 

就職等 
状況

 主 就職先 業界等

主 資格 
検定等

理学療法士国家試験受験資格

病院 介護老人保健施設

 就職率
  
          

 卒業者 占  就職者 割合
  

      
   他

（平成 28 年度卒業者に関する

平成29年5月1日 時点の情報）

中途退学
 現状

 中途退学者   名  中退率      
平成29年3月31日時点において、在学者243名

 中途退学 主 理由

学業不振        低下 進路変更等

 中退防止    取組

学力不振者 対  特別授業 寺子屋  初年次教育 内容 相当  授業 実施

                             

http://www.rinsho.jp/


   専攻分野 関  企業 団体等 以下 企業等        連携体制 確保   授業科目 開設  他 教育課程 編成 
行        関係

   教育課程 編成 授業科目 開設 授業内容 方法 改善 工夫等 含       企業等  連携 関  基本方針

医療施設 業界有職者 学識関係者及          医療 関  知識 技術 技能    知見 有          
 専門職 業界関係者   意見  教育課程編成委員会 通  集約  本校 教育課程 見直  立案    参考    

   教育課程編成委員会等 位置付 

教育課程 作成    関  授業 内容     学科 作成     学校長 決裁 確定       前 必 委員会 
出 意見     教育課程 授業 内容 反映            場 含  教育課程編成委員会  承認 必要   
  

   教育課程編成委員会等 全委員 名簿
平成  年 月 日現在

名 前 所   属 任期 種別
中村 岳雪 東京都理学療法士協会 理事 平成  年 月 平成  年 月  
下河辺 雅也 山田記念病院 技師長 平成  年 月 平成  年 月  
水落 太郎 松井病院          課 主任 平成  年 月 平成  年 月  
石垣 栄司 理学療法学科 統括学科長
吉葉 則和 理学療法学科 学科長
萬崎 保志 内部 事務局 事務部長 
樋口 豊朗 内部 事務局 主任 

  委員 種別 欄   委員 種別   以下         該当   記載     
    業界全体 動向 地域 産業振興 関  知見 有  業界団体 職能団体 
    地方公共団体等 役職員  企業 関係施設 役職員 該当      
    学会 学術機関等 有識者
    実務 関  知識 技術 技能    知見 有  企業 関係施設 役職員

   教育課程編成委員会等 年間開催数及 開催時期

 開催日時 
第 回 平成  年 月予定
第 回 平成  年 月予定   

   教育課程 編成  教育課程編成委員会等 意見 活用状況

本会議    提案   委員 意見 反映   本学科  主 学生        向上 目的   職業理解 深  為 
様  取 組  行      外部実習 対応            下  学生 対             能力 欠落  
問題視          対策 引 続 検討    事    

   企業等 連携   実習 実技 実験又 演習 以下 実習 演習等       授業 行        関係

   実習 演習等    企業等  連携 関  基本方針
理学療法学科   全国 医療機関 保健施設等 協力 仰  全履修時間 約 割近  割  臨床実習 実施       実
習 学内 学  座学 演習 踏     現場  実践 通   理学療法士    専門職 向      教育    位置
付       
   実習 演習等    企業等  連携内容

実習施設 全国各地    施設 方針 学生 適正   考慮    学生 配属先 決定   基本的 実習期間中 実習
施設 指導者  指導         形     適宜専任教員 巡回  実習生本人      指導者        取 適
切 実習     配慮 行  



   具体的 連携 例
科 目 名 科 目 概 要 連 携 企 業 等

見学実習

  施設 病院 目的 役割 及          運営 向
  理解    

  職場    理学療法士 役割 分担    認識    

  他 関連部門 役割 分担 専門内容 知 

  患者 障害者 持 諸問題 身体的 心理的 社会的 認
識 把握   

  臨床実習   応用 通  履修  知識及 技術 確 
 第 学年  学習意欲 高   

病院等 中心   医療施設

検査測定実習

  学内 履修  検査測定 理論 技術 臨床場面 実践 
  

  各検査測定項目 得       臨床的意義    考
   

  理学療法    記録   報告 意義 目的    学
 

病院等 中心   医療施設

評価実習

  理学療法士    必要 基本的態度 習得  医療人  
  資質 向上 努   

  学内 履修  知識 技術 用  実際 臨床場面  対象
者 患者 利用者  実習教育者 下 検査測定結果  統合 
解釈   

  理学療法    記録及 報告 意義 目的 理解  記
録 報告書 作成    

病院等 中心   医療施設

長期治療実習

  理学療法評価     病棟 居室     評価 含  

  問題点 抽出及 目標設定 理学療法治療計画 立案 
    

  治療計画 実施 治療記録及 報告     病棟    
 指導 含  

  理学療法士    基本的 態度 習得  専門職    
資質向上 図  

病院等 中心   医療施設



   企業等 連携   教員 対  専攻分野    実務 関  研修 組織的 行        関係

   推薦学科 教員 対  研修 研究 以下 研修等       基本方針

教員    理学療法士 有資格者      一定 現場経験 有      専門職        低下        
定期的 研修等 必要         主要 学会  参加 学科   計画  定期的 教員 出席    配慮      
  教員 中   初  教員職 経験  者   事   指導力向上 為 研修  積極的 参加  方針    

   研修等 実績
 専攻分野    実務 関  研修等

第  回日本理学療法学術大会 日本理学療法士協会              
第  回日本医学教育学会大会 日本医学教育学会              

 指導力 修得 向上    研修等

第  回教員研究大会 教員研修会 全国         学校協会           
第  回理学療法士 作業療法士 言語聴覚士養成施設教員等講習会 厚労省               

   研修等 計画
 専攻分野    実務 関  研修等

第  回日本理学療法学術大会 日本理学療法士協会              
第  回日本医学教育学会大会 日本医学教育学会              

 指導力 修得 向上    研修等

第  回教員研究大会 教員研修会 全国         学校協会               
第  回理学療法士 作業療法士 言語聴覚士養成施設教員等講習会 厚労省               

   学校教育法施行規則第   条    準用  同規則第  条 定  評価 行    結果 公表          評価
 行  当     当該専修学校 関係者   企業等 役員又 職員 参画         関係

   学校関係者評価 基本方針

基本方針   教育 一層 充実 図  目的及 社会的使命 達成     本校 教育活動  他 学校運営 状況   
 自 点検及 評価 行     対   本校 関係者等   評価 行  教育活動 活用      公表 行       
昨年度  自己評価報告書 作成  項目 中 特 重要 思   部分 選定     対  評価 行   

    専修学校    学校評価        項目  対応
       評価項目 学校 設定  評価項目

   教育理念 目標 育成人材像 見直  関連業界 理解
   学校運営 各種規定 整理 含  組織体制 整備

   教育活動
教育課程編成委員会 介         作成 組織的 国家試験対策 
専任教員 対  研修制度 構築

   学修成果 学力 質 合   国家試験対策 就職状況 把握

   学生支援
保護者  連携 確立 学生交流 為 学校行事 独自 奨学金制度 確
立

   教育環境 施設設備面  修繕 教育 研究用備品 入 替  防災計画
   学生 受入 募集           情報提供 共通入試等弾力的 入試 計画
   財務 教育効果 学生満足度 主眼   中期計画 策定

   法令等 遵守 組織   養成施設 所  指定規則 理解 防災 係 法令順守

    社会貢献 地域貢献       情報 提供体制 留学生 受 入  対  整備
    国際交流
     及          任意記載 
   学校関係者評価結果 活用状況

自己評価 結果      根幹     理念 目的 育成人材像 運営方針 意思決定      明確   事 課題    
 本委員会 場     速   学校   教育理念 基  育成人材像 明確化       後    具現化  為 組織
体制 整備  組織運営        各種規定 整備 繋  必要性 求       意見 踏   平成  年度 組織運
営 最重要課題   捉  事    

   学校関係者評価委員会 全委員 名簿
   平成  年 月 日現在

名 前 所   属 任期 種別
鈴木 和彦 医療法人蒼潤会 般若     平成  年 平成  年 企業等委員
矢内 崇博 訪問看護               鵜 木 平成  年 平成  年 同窓会長 卒業生 

澤田 光毅 東京医科歯科大学 耳鼻咽喉科 平成  年 平成  年 卒業生
相原 実 有明        所長 平成  年 平成  年 企業等委員

  委員 種別 欄   学校関係者評価委員   選出   理由   属性 記載     
  例 企業等委員     卒業生 校長等

   学校関係者評価結果 公表方法 公表時期
          広報誌等 刊行物     他                  公表時期  各年年度末  月  月 
                                          



   企業等  連携及 協力 推進 資     企業等 対  当該専修学校 教育活動  他 学校運営 状況 関  情
報 提供        関係

   企業等 学校関係者 対  情報提供 基本方針

企業等 関係者       学校関係者 本校 取 組  評価       必要 情報  専門学校    情報提供  
取組 関          基   設定       状況  学校基本情報           公開  適宜情報 更新  
   

    専門学校    情報提供等  取組 関          項目  対応
       項目 学校 設定  項目

   学校 概要 目標及 計画  学校 教育 人材育成 目標及 教育指導方針 経営方針 特色
 校長名 所在地 連絡先

   各学科等 教育

 入学者 関  受 入 方針及 入学者数 収容定員 在学学生数
        時間割 授業方法及 内容 年間 授業計画
 進級 卒業 要件  
 学習 成果   取得 目指 資格 合格 目指 検定   
 資格取得 検定試験合格   実績
 卒業者数 卒業後 進路

   教職員  教員数  教員 組織 教員 専門性  教員 研究活動
       教育 実践的職業教育  実習 実技等 取 組 状況  就職支援    取 組 状況
   様  教育活動 教育環境  学校行事 取 組 状況  課外活動
   学生 生活支援  学生支援  取 組 状況
   学生納付金 修学支援  学生納付勤 取扱   活用   経済的支援措置 内容  
   学校 財務  財務状況
   学校評価  自己評価 学校関係者評価 結果  評価結果 踏   改善方策
    国際連携 状況   
      他   
     及          任意記載 
   情報提供方法
                                          


